
本体フレームセット 押手ハンドル

ネジセットB
２個

２個

ネジセットA
１個

前車輪セット

ランニングバイク
用シャフト １本

アダプター ２本

ペダル、ボルト
各２個

黒色

銀色

ジョイント
キャップ １個

後輪軸留め、後輪軸
キャップ、ネジ各２個 

六角レンチ
１本

バーハンドル 袋入り付属パーツ

後輪タイヤ 三輪車用シャフト

3390 ブルー
ローズピンク3391
オレンジ3392

１

組立前に部品内容を確認してください。

●この度は「へんしん！サンライダーFC」をお買い
　上げいただきありがとうございます。
　安全に、正しく使用していただくために、この説
　明書をよくお読みください。又、この説明書は必
　ず保管してください。

<使用対象年齢>
三輪車：1.5歳～４歳

ランニングバイク： ２歳～5歳
（体重２０Kgまで）

組立にはプラスドライバーをご用意ください。
※本セットにはプラスドライバーは付属しておりません。
　また A-4 で押手ハンドルの向きを調整する場合は別途スパナをご用意ください。

フレーム・押手パイプ
フットステップ・座席
タイヤ（クッション部）

： スチール
： ポリプロピレン（PP）
： EVA

ジョイント
金具 2個



①ハンドルの高さを調節してください。

②ジョイントキャップを浮かしながら、ジョイント
　金具のネジを付属の六角レンチで締め付けます。

①押手ハンドルを押手パイプ
　 に差し込みます。

ピンを押し込み
ながら差し込みます。

付属六角レンチ

●三輪車(カジキリ押手棒付き)の組み立て方

A-1 A-2

限界線 バーハンドルを限界線（ A-１ 参照）まで差し込んで、ネジは
しっかりと締め付けてください。

完成図

２

ご使用の際はその都度、必ずネジに
ゆるみがないか点検をして、しっかりと
締め付けてください。

（お子様が自走できないとき）

バーハンドルは
本体フレームセットと
垂直になるように調整
して取付けてください。

ジョイント
キャップ

ジョイント
金具

①

②②

付属六角レンチ

①本体を上下逆にします。
②本体軸パイプ左右に付属のアダプターを
　 セットし、三輪車用シャフトを通します。

③三輪車用シャフトに後輪、後輪軸留めを通し、付属のネジを
　使って三輪車用シャフトと後輪軸留めを固定します。
④後輪キャップを後輪軸留めに締め付けます。

後輪

アダプター

３輪車用シャフト

本体軸パイプ

④

④

③

②

②

③

③

③

後輪軸留め

後輪軸キャップ

後輪キャップは
ロックがかかる
まで締め付けて
ください。

①本体フレームセットに仮止めされたジョイント
　 金具のネジを付属の六角レンチで緩めます。

②バーハンドルに付属のジョイントキャップを通します。
③バーハンドルを前車輪セットのパイプに通します。
　※向きに注意して取付けてください。

ジョイント金具

本体フレームセット

前車輪セット
バーハンドル

ジョイント
キャップ

①①
③③

②②

A-4

A-3

押手ハンドル

ロッドカバー

①①

必ず三輪車用シャフトと後輪軸留めは
しっかりネジで締め付けてください。注意

バーハンドルに対して押手ハンドル
が垂直にならない場合は、ロッド
カバーを外して2個のナットを前後
に移動させる事で調整できます。
工具（スパナ）は別途ご用意ください。

ロッドカバー

ナット
ロッド棒

ロッド棒

押手パイプ

押手パイプ

後輪軸留め

三輪車用
シャフト

しっかり差し込み、
ネジ穴を合わせて
ネジで締め付けます。

後輪 後輪



ペダル

②前車輪セットを一度抜いてロッド棒とスペーサーを
　 外して付け直します。

③左右の前輪軸キャップを外します。
※　　　　　　  の手順で行ってください。

①ジョイントキャップを浮かしながら、付属の六角レンチで
　 ジョイント金具のネジを緩めます。

①プラスドライバーを使って ネジセットA、Bを外し、
　 押手パイプを取り外します。

③

ペダル(※１)

(※２)

(※２)

②

②

B-2

●三輪車(カジキリ押手棒なし)の組み立て方

B-1

B-3

A-１ A-２

(※１)ペダルは左右の向きに注意して取付けてください。

(※２)ネジの向きに注意して取付けてください。

①付属のペダル２個を図のように取付けます。

③ジョイントキャップをジョイント金具にはめ込みます。

３

完成図

ご使用の際はその都度、必ず前輪ボルトにゆるみがないか点検を
して、六角レンチでしっかりと締め付けてください。

一度外したカジキリ押手棒を再度取り付ける場合は、
の手順で取り付けてください。

再度カジキリ押手棒を取り付ける場合は
 B-2   B-1 の手順で行ってください。

時計回り

反時計回り

③

③

前車輪セット

本体フレームセット

②

①
②

①

①

①

ネジセットA

ネジセットB
２個

押手パイプ

押手ハンドル

プラスドライバー
（市販品）

付属六角レンチ

ボルト(黒色)

ボルト(銀色)

スプリングワッシャー
スプリングワッシャー

ワッシャー

ワッシャー

（普通ネジ）

前輪軸キャップ

ロッド棒

スペーサー

②付属のボルト、ワッシャー、スプリングワッシャーを
　  使って本体前輪軸に締め付けます。

ペダル側

凹凸形状に合わせて
差し込んでください。

車輪軸側

ボルト(黒色)は左ネジですので、反時計回りに締め付けてください。
必ず注意シールがある方にボルト(黒色)を使用してください。

注　意

①

注意シール

付属六角レンチ
ジョイント
キャップ

ジョイント
金具

はずしたパーツ類は次回に使うまで
保管しておいてください。

ピンを前
に向けて
ください。

外さないで
ください。

ペダルは図のように
左右が互い違いに
なるように取付けて
ください。

B-2 B-1

再度カジキリ押手棒を
取り付ける時に必要に
なりますので、無くさな
いようにご注意ください。



①本体を上下逆にします。
②付属の六角レンチを使って左右の
　  ペダルを外します。

③後輪軸留めのツマミを内側に押しながら後輪軸キャップを外します。
④左右の後輪軸留めのネジを外し、後輪軸留め、三輪車用シャフト、後輪、
　 アダプターを外します。

①  B-１ で外した前輪軸キャップを
　  図のように差し込みます。

②図のようにランニングバイク用シャフトを
 　本体、後輪、後輪軸留めに通します

③ C-１ で外したネジを使ってランニングバイク
　 用シャフトと後輪軸留めを固定します。

④後輪キャップを後輪軸留めに締め付けます。

ペダル

後輪

後輪

後輪軸留め

後輪
軸キャップ

前輪軸キャップ

アダプター

３輪車用シャフト

(※)

(※)

C-2

C-1

はずしたパーツ類は次回に使うまで
保管しておいてください。

完成図

②

②

②

(※)ネジの向きに注意して取外してください。 ②

④

④

③

③

①

お子様の安全のため「ランニングバイク」で遊ぶ場合は、
必ず適切なヘルメット、エルボーパッド、ニーパッドを着
用してください。

４

●ランニングバイクの組み立て方 ランニングバイクの組立は  B-2 を完了
させてから行ってください。

④

③

④

時計回り

反時計回り

③

この色のパーツは
ランニングバイクには
使用しません。

ボルト(黒色)

後輪軸留め

後輪軸キャップ

ランニングバイク用
シャフト

付属
六角レンチ

ボルト(銀色)

スプリングワッシャー

ワッシャー（普通ネジ）

スプリングワッシャー

ワッシャー

後輪軸留め ロックを解除したまま
後輪キャップを回し、外します。

ツマミ

後輪軸キャップ

後輪キャップは
ロックがかかる
まで締め付けて
ください。

後輪軸留め

ランニングバイク用
シャフト

本体軸パイプ

本体軸パイプ

本体軸パイプ

必ずランニングバイク用シャフトと後輪軸留めは
しっかりネジで締め付けてください。

本体軸パイプに
かぶるように
しっかり差し込み、
ネジ穴を合わせて
ネジで締め付けます。

注意

後輪軸留め
ツマミ

ツマミを押すと
後輪軸キャップの
回転ロックが
解除されます。

後輪軸キャップ



へんしん！サンライダー FC

押手ハンドル

ジョイントキャップ

前車輪セット

本体フレームセット

ペダル

前輪タイヤ

サドルフレーム

ジョイント金具

後輪タイヤ

押手パイプ

５

ランニングバイク時

バーハンドル

サドル

カジ取りロッド棒

三輪車(カジキリ押手棒なし)時

三輪車(カジキリ押手棒付き)時

フットステップ

後輪タイヤ
前輪軸キャップ

後輪軸キャップ

後輪軸留め



サドル

限界線

※

サドルフレーム

③
①

② ❶

❸❷

❶

❸

❷

サドルナット

スプリング
ワッシャー

サドル

●サドルの調整について

高さの調整方法 位置の調整方法
①付属の六角レンチでジョイント金具のネジを緩めます。 ●前側に設置したいとき

サドルフレームのネジ穴❶と❷で
サドルを取付けてください。 サドルフレームのネジ穴❷と❸で

サドルを取付けてください。

（※このときは押し手棒を取付けられません。）
●後ろ側に設置したいとき

②サドルの高さを決めます。
　(※安全上、サドルフレームの限界線よりも高く取り付けないでください。)

③付属の六角レンチでジョイント金具のネジをしっかりと
　 締め付けます。 サドル

６

● 一人で使用する幼児には、保護者が使用上の注意を指導してください。
　 また、押し手ハンドルを使用する際は必ず保護者が操作を行い幼児の足が巻
　 き込まれないように注意してください。
● 足が地面及びペダルに確実につくことを確認してから使用してください。
● 押し手ハンドルは、自走できない幼児のための補助具です。
　 幼児の足が地面及びペダルに確実につき、自分でこげるようになったら取り
　 外してください。
● 交通の頻繁な道路、車両交通の多い場所では使用しないでください。

お子様を三輪車で安全に遊ばせるためには、
次の使用前の点検と日頃のお手入れが大切です。

使用上の注意

● 乗車前に、ハンドル・車輪・サドルやペダルにがたつきや、緩みが
　 ないことを確かめてください。
● 定期的に、手入れ及び点検を行ってください。

《点検》

《三輪車使用時》

《ランニングバイクを使用時》

《保管》
● 本品はできるだけ直射日光の当たらないところに保管し、雨ざらし
　 にしないでください。

《日頃のお手入れ》
● 本体や車輪についた泥などの汚れは、やわらかいブラシや布で拭いて
 　落としてください。
● ひどい汚れは、布に水や中性洗剤を薄めたものを含ませてぬぐったあ
　 と乾いた布でよく拭いてください。
● 油は、前車輪のペダルの軸受け・回転部分、ハンドルの回転部分、並
 　びに後車輪の車軸にのみ家庭用のミシン油か自転車油等を 3カ月に 1
　 度程度、少量注油してください。

● 組み立て及び組み替えは必ず保護者の方が行ってください。
● 組み替えの際はネジ、ボルト、ナット類をしっかり締めてください。
● 保護者の監視のもとで使用してください。
● お子様の安全のため、使用中は必ず適切なヘルメット、エルボーパッド、
 　ニーパッドを着用してください。
● 屋外の広くて平坦で安全な場所で使用してください。
● 公道や車の行き来のある場所、階段・縁側・テラスなど転落の恐れのある
　 場所、火気の近く、坂道や傾斜・段差・凹凸道など危険な場所での使用は
 　絶対しないでください。
● 夜間など視界の悪い場所では使用しないでください。
● 二人乗りなど危ない乗り方は絶対にしないでください。
● 速度の出し過ぎには十分注意してください。

● 使用中は周囲の環境に十分注意して安全に使用してください。
● 危険ですので、決められた重量以上の負荷をかけないでください。
● 本品を火気の近くや高温になる場所に置かないでください。
● 本品は簡易型ランニングバイクですので競技等に使用しないでください。
● 安全の為、破損や変形した状態で使用しないでください。
● 故障や劣化の原因になりますので、直射日光をさけ、雨ざらしにしない
 　でください。
● ご使用の際は必ず靴をお履きください。
● 長期間使用による劣化や破損、ネジ緩みの恐れがあります。ご使用前に
　 点検をして、全ての部品が正しい位置にしっかり固定され、正しく機能
　 することを確認してください。

思わぬ事故につながりますので、下記を必ずお守りください。

● 幼児がサドルに立ち上がらないよう注意してください。サドルに立ち
　 上がって押し手ハンドルに寄りかかると三輪車ごと転倒する危険があ
 　ります。
● 坂道での使用はさけてください。
● 車輪の周囲に手を入れないでください。
● 二人乗りはしないでください。
● 破損、故障などしたまま使用しないでください。
● 用途以外に使用しないでください。

※弊社ではより良い商品をお届けするために常に品質改良を行っております。そのため予告なく仕様を変更する事がございますのでご了承ください。

201806Email  info@nonaka-world.co.jp

ジョイント金具
本体フレーム上端に取り付けしてください。

付属六角レンチ
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